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　　偉傑ヤングを偲ぶ
（去る12月8日，天文協會例會にて講演要旨）
　今月（12月）15日は米國新天文學の祀Charles　Augustus　Youngの生誕100年
目の日である．ヤングは父も租父も底力N．H．州Hannover村のDartmouth
學院の物理學教授であった共の家に生れ，1853年（工9才）に大商を卒業，其れ
から暫く古典學や藁沓を研究したが，1857年オハヨ州のWestern　Resewe大
藩教授に招かれ，8ヶ年在任，其の聞に孚年間軍務に從事したこともある．
　1865年目母校Dartmouth學院天文豪主任に任ぜられ，こstこ天文家として
の活動期に入ったが，時恰も1歌米誌に新しいL天罷物理學「の勃興時代に當り，
物理學の種々な武器を携へて天文學界に西人が活引する時であったので，ヤ
ングも早くから此の潮流にのり，專ら太陽の分光研究に志した・そして歯内
課外の諸所へ日食観測に出張した度敷も多い．例へば1869年の日食にはLOwa
州Burlingtonで太陽の逆出層と，コ・ナ中の輝線5303　Aと磯見し，1870年
にはフラシ・スペクトルを獲見し，叉，紅眉の爲眞撮影に初めて成功した．
　此等の成功と共に名聲廣まり，途に1877年には新設のプリンストン大回天
文豪長として招かれ，1905年退註するまで前後28年間此の地位にあって，研
究に進むと共に漸次米國全學界に雄飛するに至った．日食心添は1878年Co－
lorado州テンプア市で，1887年には賦州ロシヤへ，叉，ユ900年にはN・C・州
へ行き，何れに於いても成功を納めた．其の他，1874年には支那の北京で金
星維過を観測，1882年には叉任地プリンストンで此の種の観測をした．
　上記の如く，ヤングは研究に專心する傍ら，常に多くの後輩を育て，後年
米國天文界に多くの人物を逸った．現ヤ1キ1ス北恵毫長フロスト博士，現
プリンストン天文墓長ラセル教授等は其の中の秀才であり，從って，ヰルソ
ンIJI天文憂や，ハ1ブ1ド大學等にもヤングの系統を引いた人物は多い．又，
ヤングの姪A．S．　Young女史は現にMt．　Holhoke大底天文豪長である・
　ヤングは多くの著書を僻したが中にも，“The　Sun”は新太陽學の陶材書で
あり，筒1ぼ　‘‘General　Ast1て）nomy，”　‘‘Elemen亡s　of　Astronomy，”‘‘Manual　of
Astronomy”等は有名である．最後の書は近年ラセル教授等が改訂して‘‘　As一一
tronomy”と表題して磯表したもので，日本語繹もある・ヤングは1908年に
死去した．（山本）
